
資 料 6  

出典：日本看護学教育学会調査研究プロジェクト（2000．8）  

注）調査対象：看護基礎教育機関として、全国の看護系の大学、短期大学、高等学校ならびに保健師助産師看護師学校養成所の教育課   
程ごとに一定率を定め、無作為層化抽出法で、全国看護系学校教員名簿から、看護教師1・991人を抽出し、これを調査対象とした0  
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資 料 7  

米国における上級看護師について  

○上級看護師の総称はAdvancedpracticeregisterednurse（APRN）で、AmericanNursesCredentiaJingCenter（ANCC）が専門領域等を認  

定している。   

APRNには、Nurse Practitioner（NP）・ClinicalNurse Specialist（CNS）・CertiRed Nurse－Midw汗畠（CNM）・Cert栴ed Registered Nurse  

Anesthetist（CRNA）がある。  

O NursePractjtionerとClinicalNurseSpecialistには、それぞれ7つの専門領域がある。  

nursepractitioner（NP）  

AduJtPsychiatri  cand   FamilyPsychiatricand  Adu忙Psychiatricand  

○ 上級看護師の認定及び登録は州において行われ、業務範囲等も各州法により定められている。  

clinical nurse specialist nurse practhioner   nursemidwifb   nurseanesthetists  
カリフォルニア州の場合  

（CNS）   （NP）   （NM）   （NA）   

Certi石edclinicafnursespeciaFist  Certi石ednursepractidoner   certified nurse midwife certiFiedregisterednurseanes仇etist  
ミネソタ州の場合  

（CNS）   （CNP）   （CNM）   （CRNA）   

nurseprac拙ioner  
ニューヨーク州の場合  midwi毎  

（NP）  

出典：「諸外国における看護師の業務と役割に関する研究」（厚生労働科学研究2001年）  

15   



カリフォルニア州における看護師の業務範囲  

出典：「諸外国における看護師の業務と役割に関する研究」（厚生労働科学研究2001年）  
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Ⅰ：看護師が判断・決定し、実施  

Ⅱ－a：医師の指示で、看護師が単独で実施  

Ⅱ－b：医師の指示で、医師立ち会いの下で、看護師が実施  

Ⅲ：看護師は実施しない／できない、   
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法規定   

続き  

「薬物の指図（drug order）」または「指図（or亘er）」は、本節の目的上、  

Code of FederalRegulations：2l－1306．02の意味において、最終使  

用者向けの投薬の指図を nurse practitioner が個々に行うことを意味  

する。法律のその他のいかなる規定にもかかわらず、（1）本節に鱒って出さ  

れる薬物の指図は監督医師の処方と同様に扱われる、（2）本■庭及び  
Heath and Safety Codeにおける「処方（prescription）」への言及は全  

てnurse－practitionerによる薬物の指図を含む、（3）本節に基づく薬物  

の処方箋への nurse practitioner の署名は、本法及び Heath and  

Safety Codeの目 的上、処方者の署名とみなされる。  
くβu∫ノ刀e．ゞぶ ∂月d P√0′e5・∫ノ0月∫ Code o′C∂／げ0√乃ノ∂ 2β3∂．ノ＞   

nurse practitioner による薬物・器材の供給または指図とは、標準化手順に  

厳密に従い、患者が1つまたは複数の薬物を利用できるようにする行為を意味  
する。第 2831．1節に基づき規制物質について薬物の指示を出すことを認可さ  
れている nurse practitionerlは全て United States Drug Enforcement  
Administration に登録するものとする。  

くβ〟∫ノ刀e∫∫ β刀d P′D′e∫∫ノ0月∫ Code o′ C∠王／／′0√刀ノ∂ 2♂3β．2＞   

n u rSe ・tPraC＝＝oner （NP）  



各州法におけるナ岨スプラクティショナ叫の処方権限に関する規定  

出典：「諸外国における看護師の業務と役割に関する研究」（厚生労働科学研究2001年）  

資．格  権限   条件   
！〕istered   葉 物・器 材 の分 配  ・許可クリニック内。   
rse（RN）   （disDense）   ・免許内科医ま・たは外科医の指図（order）に主づく   

・家族計画サービスの浸供に付随、日 常的ヘルスケア守  

周 産業弓 ケアの詫供 に付随、または基本的 に態度な人 を  

対象。  

「Se  薬 物・器 材 の供 給                       ・標準化手順またはプロトコーノレに従う。   
act‖」cner   （furnish） または   ・内科医と外科医の監督（superv主sjon）下で行う。   

IJP）  指図（order）   ・薬物・器材の範蜃；California Uniform Contr⊂】led  
Subst乙nCeS Act（Heath aTld Safety Code）に基づくスケ  
ジュールⅢ～Ⅳ規制物質を含むが、その範囲は、nurSe  

practitiDner と内科医と外科医が合意し、標準化手順  

で競走された薬物に限定   
∴b8ardから丁川rSe－mid＼Vifeの認定を受け、U11it巳d State  

Drug Enforcement Ad口1jnistration に登録。  

▲家族計画サービスの提供に付随、日 常的ヘルスケアや  

周産期ケア．の提供に付随、または基本的に健康な人を  
対象。  

l’se－midwj   薬 物・器 材 の供 給                                ■標準化手順またはプロトコールに従う。  

（furn．】Sh）またほ  ・内イ、医と外科医の監 （su  v  ）下でノ‾’   
lJM）  指図（order）  ・薬物・器材の範囲；CaljforniaUn‖ormC。ntr。‖ed  

SubstaTICeS Act（Heath and Safety Code）に基づくスケ  
ジュールⅢ～Ⅳ規制物質を含むが、スケジュールⅢ現制物  
質については、治束医または監督医師が承認した各患者  
特定プロトコールに従う。病院においては、治療医または  
監督医師が承認した各患者特定プロトコールに従う場合  
には、スケジュールⅡ規制物質を含む。  
・へ／レスアセスメント、精神作用 分類、精孝幸薬理学、適  

神  用、薬用量、禁忌、副作用．、及び適用の証拠についての  

メ  精桓障害、行為障             教育を含む、向精神薬と副作用を治療する薬物の処方  
に関する 30 時間以上の公式的な学習を修了。   

害、薬物 副作用 の治  
療  薬  の 処  方   
prescre   

l－t‖1ed  ・精神科医または他の医師との契約書をもつ。   
1nical  ・精神メンタルヘルス看護 CNS としての業務内で、契約書   

l’Se f∋Ciali    の範囲 内  
・ヘルスアセスメント、薬物分類、適用、薬用量、禁忌、副   

CNS）  
作用についての教育、業務のスーパーバイズ、及びCNSの  
業務における臨床患者タイプの処方と治◆廉的マネジメント  

薬物と治療器具 の処                  を適する知識の通用の証拠を含む技能評価を含むカレッ  
方（prescribe）と   ジ、大学、大学ヘルスケア組躍叢による 30時間以上の公式  
管理（administer）   的な学習を修了。  

・トヰinn∋Sく）ta NurseJへssGCia乙ionとMiTlneSOta M己dical  

Association により規定されたスタンダードに基づく。  

・医師との契約書をもつ。  

・CNS・トしての曽務内で 契約皇め範囲内  ltlfted  ・Mlnn∋SOtaNurseAssociationとMinnesotaMedical  
薬物と治療器具の処   Associationにより規定されたスタンダードに五づく   

I■se        actition  

（：NP）   ・医師との契約書をもつ。  
・CNPとしての彗務内で 知的＝書の範囲内   

rSe－midwi  薬物と冶一療器具の処  
方（prescribe）と  ・CNM としての業務内。   

（＝NM） 管理（adminjster）  

glSte「ed   薬物と治豪器具の処  ・Minnesota Nurse Associat50n と Mパnnesota Medi。al   

】「Se  
方（prescribe）と   Ass⊂Ciation により規定されたスタンダードに基づく。   

－∋Sthetist   管翌（administer）   ・医師との契約書をもつ。   
J二RNA）  ・CRNAとしての業務内で、契約書の範国内。   

病気ヤ身体状況の診  
断及び冶豪手皆の実  

施  

薬物、器材、免疫剤  
の処方（prescribe）   ・適切な美空宇コースを言■むプログラム．、または局長表別  

l■Se  に競走された同等のプログラムを修了していること 及び処   
∈lCt＝＝0ner  葬患者特定的 な免  方権限を有することについて、鼓育局から認定を受けてい  
F・JP）  

疫管蓬及びアナフィラ  
キシーの緊急治房に  

関するRN討する処方  
訂且の処方  

（prescribe）と  
指図（Drder）   

冥ノ上界牽く・．采＝粉、兄  
疫剤、診断的湊査 

器材の処方  

（prescribe）と  
・実費季夏票を含むプログラムを修了している，．去たはそれ  

〔h両fe  菅空（已dminjster）       と同等であることにちっいて、鼓青局から認定を安けている  
1己bor2t亡′ryテストの  ーmid、t√iferyとしての業務内、業務契約書の窒＝盃卜内。  

指図（0rd与「）  



看護師の業務に関するフランスと日本との比較  

フランス  

一般看護師   Advanced／Specialist   
日本  

○外科的・侵襲的処置  

創処置／デブリーメント   B   B   
スペシャリストとしての看護師には小児看  

B   
護師、麻酔看護師、手術室看護師がある。  

静脈血採取  B   
麻酔専門看護師は、  

動脈血採取   B  ①麻酔専門医師が至近距離におり  

②麻酔医が診察を行い  
C   

○注射  ③プロトコールを作成し  

④指示した後  

中心静脈路（血管）確保   B  に患者に以下の行為ができる。  C   
1）全身麻酔  

静脈注射（ワンショット）   B  2）部分麻酔および麻酔医により装置  B   

（硬膜外カテーテルなど）が設置された  
その他の注射（筋肉、皮下、皮内アレル  
ギーテスト）   B  あとの麻酔薬剤の再注入  B   

○基本的看護ケア  
3）手術直後の覚醒  

4）麻酔医の主導によるプロトコールの実践  

保清（入浴、清拭など）   A  
5）手術直後においての覚醒室での経過  

観察  
A   

排泄ケア（浣腸や摘便の実施）   B  B  

注1）A：看護師が判断・決定し、実施 B‥医師の指示で看護師が単独で実施 C＝看護師は実施しない  

出典：「諸外国における看護師の業務と役割に関する研究」（厚生労働科学研究 2001年度）  
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業務の概念図  

∴  

ー「放射線の照射）  

診療放射線技師  

モノ診療の補助）  

保健師  

助産師  

看護師   

理学療法士   

作業療法士   

臨床検査技師   

禎能訓練士   

言語聴覚士   

臨床工学技士   

義肢装具士   

救急救命士  

衛生検査技師  

・三助産）   

助産師  

り呆健指導う   

保健師  
（＼療養上の世話）   

“－一一一－一－業預独占  一－・一一一  

一一一・名称独占  

出典：「看護経済学マネジメントのための基礎」尾形裕也・田村やよひ編   



資 料 8  

看護師学校養成所受験倍率  
（単位：倍）   

－イー・大学  

－■■－－3年課程短大  

「－－3年課程養成所  

－⇒←2年課程短大  

→トー2年課程養成所  

－■ト・－5年一貫教育  

＋准看護師  

㌔  ㌦延㌔針㌔㌦㍉㌔㌔㌦㍉㌔㌔㌔諭㌔㌔  
厚生労働省医政局看護課調べ  
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看護師学校養成所定員充足率  
（単位：％）  

85  
平成6年 平成7年 平成8年 平成9年 平成10年平成11年平成12年平成13年平成14年平成15年平成16年平成17年平成18年平成19年  

厚生労働省医政局看護課調べ  
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看護師学校養成所卒業者の就業状況（3年課程）  

＜平成19年3月＞  
（単位：人）  

卒  看   護   師   と   し   て   就   業        看護師業務以外に就業  進  そ  

業  学  の  

者  総 数  病 院  診療所  介護老  
教諭   

他  

数  
人保健  学校養  
施設   成所   他   所   成所   他   

大 学   8，615  6，790  6，755   9   4   20   162   72   12   1 77 401   232   

短 大   2．426  1，854  1，854  32  32   385   155   

養成所  20，488  18，478  18，422   29   7   2  18   175  175   1，105  730   

※大学の卒業者数には保健師601人、助産師429人を含む。  厚生労働省医政局看護課調べ  
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大学・短期大学等への現役進学率の推移  

※大学・短期大学等とは、大学の学部、通信教育部・別科、短期大学の学部、通信教育部・別科及び高等学校等の専攻科  （単位：％）  

㌦㌦♂♂ ㌔㌦♂㌔㌔ ㌔ ㌔㌦㌔ ㌔  
出典：「平成19年学校基本調査速報」（文部科学省）  
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資 料 9  

100床当たり従事者数（一般病院）  

□医師  

■歯科医師  

t薬剤師  

国保健師  

■助産師  

□看護師  

■准看護師  

口看護業務補助者  

卓理学療法士  

口作業療法士  

廊診療放射線技師等  

固臨床検査技師等  

口臨床工学技士  

面管理栄養士等  

ロその他  

薬剤師 2．7人  

2．4％  

保健師 0．2人  
0．2％  

医師12．5人  

11．1％  
管理栄養士等1．5人  

1．3％  その他 20．9人  

18．6％  
人
％
 
3
．
1
 
 

1
 
1
 
 
 

市
 
 

自
 
 

産
 
 

助
 
 臨床工学士0．7人  

0．6％   

臨床検査技師等   
3．3人 2．9％  

診療放射線技師等  
2．6人 2．3％  

作業療法士  
看護師 40．4人  

35．7％  

看護業務補助者12．2人  

10．8％  
理学療法士 2．3人  

2．0％  

合計113．1人  

出典：「平成18年病院報告」（厚生労働省大臣官房統計情報部）  
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